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桓

第
一
計
器
製
作
所

サ
ニ
タ
リ
用
デ
ジ
タ
ル
圧
力
計

「
D
S
H
L
」シ
リ
ー
ズ

　
珂
第
一
計
器
製
作
所
（
兵

庫
県
尼
崎
市
大
物
町
1

7

2
、電
話
0
6

6
4

8
1

5
5
5
1
、
黒
田
俊

一
社
長
）
は
サ
ニ
タ
リ
用
L

C
D
デ
ジ
タ
ル
圧
力
計
「
D

S
H
L
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売

し
た
。

　
乾
電
池
（
D
C
9
V
）
式

の
た
め
デ
ジ
タ
ル
表
示
な
が

ら
配
線
が
不
要
。
手
間
を
か

け
ず
に
従
来
の
圧
力
計
と
交

換
で
き
る
。
ダ
イ
ア
フ
ラ
ム

一
体
構
造
を
採
用
。
封
入
液

を
廃
し
て
ダ
イ
ア
フ
ラ
ム
背

面
に
直
接
ひ
ず
み
ゲ
ー
ジ
を

貼
り
付
け
る
構
造
で
、
I
P

　
相
当
の
保
護
等
級
も
相

65ま
っ
て
、
従
来
か
ら
あ
る
隔

膜
式
に
は
な
い
安
心
と
安
全

性
を
持
つ
。
充
電
池
（
オ
プ

シ
ョ
ン
）
使
用
の
場
合
、
I

S
O
1
4
0

0
0
に
対

応
。
圧
力
ス

パ
ン
（
1
M

P
a
）
以
下

で
1
5
0
℃

／
m
i
n
ま
で
の
ス
チ
ー
ム

滅
菌
処
理
が
可
能
、
H
A
C

C
P
に
も
対
応
す
る
。

　
同
社
は
食
品
・
医
薬
品
・

化
粧
品
産
業
な
ど
の
ユ
ー

ザ
ー
に
最
適
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

【
特
長
】
臼
封
入
液
を
用
い

な
い
構
造
で
安
心
・
安
全
。

渦
ス
チ
ー
ム
滅
菌
可
能
、
H

A
C
C
P
対
応
。

嘘
I
P
　
相
当
の
保
護
等

65

級
。

唄
電
池
式
の
た
め
配
線
不
要

の
デ
ジ
タ
ル
表
示
。

欝
充
電
池
使
用
の
場
合
、
I

S
O
1
4
0
0
0
に
対
応
。

【
セ
ン
サ
部
仕
様
】
▽
非
直

線
性
＝
±
0
・
5
％
R
坩
C

坩▽
ヒ
ス
テ
リ
シ
ス
＝
±
0
・

5
％
R
坩
C
坩
▽
繰
り
返
し

性
＝
±
0
・
5
％
R
坩
C
坩

▽
許
容
過
負
荷
＝
1
5
0
％

R
坩
C
坩
▽
破
壊
耐
圧
＝
1

0
0
0
％
R
坩
C
坩
▽
温
度

補
償
範
囲
＝
マ
イ
ナ
ス
5
〜

1
5
0
℃
▽
許
容
温
度
範

囲
＝
マ
イ
ナ
ス
5
〜
1
5
0

℃
▽
零
点
の
温
度
影
響
＝

±
0
・
0
5
％
R
坩
C
坩
／

℃
▽
出
力
の
温
度
影
響
＝

±
0
・
0
5
％
R
坩
C
坩
／

℃
▽
材
質
＝
受
圧
接
続
部
）

S
U
S
3
1
6
L
、（
放
熱

フ
ィ
ン
部
）
S
U
S
3
0
3

▽
プ
ロ
セ
ス
接
続
＝
I
S

O
 へ
ル
ー
ル
／
ね
じ
マ
ウ

ン
ト
▽
接
液
部
表
面
仕
上
げ

＝
電
解
複
合
研
磨
（
R
m
a

x
.
 0
・
7
S
）
▽
ス
チ
ー

ム
滅
菌
＝
m
a
x
・
1
5
0

℃
連
続
可
 

　
　
　

計
量
法
改
正
雑
感
　
介

日
本
計
量
史
学
会
会
長
　
蓑
輪
善
蔵

■
日
計
振
は
全
力
で
取
り
組

ん
で
ほ
し
い

　
さ
て
花
日
本
計
量
振
興
協

会
の
事
で
す
が
、
こ
の
協
会

は
花
日
本
計
量
協
会
、
花
計

量
管
理
協
会
と
花
日
本
計
量

士
会
の
三
団
体
が
集
ま
っ
た

も
の
で
す
。
高
田
忠
さ
ん
の

信
念
、
努
力
か
ら
昭
和
　
年
27

計
量
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
時
の
度
量
衡
協
会

は
徳
永
学
氏
が
書
記
長
で
計

量
法
制
定
ま
で
の
事
務
局
的

存
在
と
し
て
大
き
な
貢
献
を

し
て
い
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
、

販
売
者
そ
し
て
ユ
ー
ザ
ー
を

交
え
た
会
議
の
設
営
か
ら
、

計
量
課
、
中
検
と
の
協
議
の

場
を
提
供
す
る
な
ど
を
行
う

と
共
に
協
会
会
員
の
要
望
、

計
量
法
根
幹
に
対
す
る
意

見
、
見
解
の
発
表
等
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
現
在
、
計
量

振
興
協
会
の
計
量
法
改
正
に

対
す
る
係
わ
り
に
は
物
足
り

な
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
平
成
5
年
の
と
き
に
は
各

会
長
は
、
総
て
の
範
囲
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
花
日
本

計
量
振
興
協
会
は
各
種
会
員

の
要
望
等
を
実
現
す
る
た
め

に
、
ど
ん
な
手
段
で
、
如
何

に
努
力
し
た
か
、
ど
ん
な
成

果
が
得
ら
れ
た
か
に
よ
っ
て

会
員
の
信
頼
と
協
力
が
得
ら

れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が

故
に
、
今
回
の
計
量
法
改
正

に
は
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

■
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
は
そ
ん
な

に
進
歩
し
た
の
か

　
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
性
能
が

向
上
し
て
き
て
い
る
と
云

い
、　
計
量
器（
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
）
の
信
頼
性
は
継
続
的
に

向
上
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進

歩
は
著
し
く
、
と
云
っ
て
い

ま
す
。
何
時
の
諮
問
に
も
必

ず
と
言
っ
て
い
い
位
技
術
が

進
歩
し
と
か
製
造
技
術
が
向

上
し
な
ど
の
言
葉
が
あ
り
、

そ
の
度
ご
と
に
規
制
緩
和
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
度

も
同
じ
伝
で
し
ょ
う
が
、　

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
が
そ
ん
な
に

進
歩
し
た
と
は
思
え
ま
せ
ん

し
、
低
価
格
競
争
の
中
で
は

逆
の
傾
向
も
あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
で
は

な
く
単
に
数
の
処
理
能
力
が

向
上
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
広
域
行
政
し
か
対
策
は
な

い　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

今
何
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　
最
早
都
道
府
県
、
特
定
市

を
計
量
行
政
の
核
と
し
て
考

え
る
事
が
不
可
能
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
す
れ
ば
、
広
域

行
政
し
か
そ
の
対
策
が
な
い

よ
う
に
思
え
ま
す
。　
年
以

10

上
も
前
か
ら
計
量
行
政
に
は

道
州
制
を
採
用
す
る
事
が
合

理
的
で
あ
り
、
効
率
的
で
あ

る
と
提
案
し
て
き
ま
し
た

が
、
自
治
法
に
言
う
各
都
道

府
県
は
同
等
、
同
レ
ベ
ル
の

考
え
か
ら
離
れ
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
現
在
で
も
広
域
行
政
に
近

い
形
に
な
っ
て
い
る
所
も
あ

り
、
効
率
的
な
仕
事
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
道
州
制
を
基
本
に
、
民
間

能
力
を
活
用
し
な
が
ら
不
正

防
止
、
自
浄
能
力
を
持
ち
、

取
締
、
罰
則
に
耐
え
る
制
度

の
策
定
を
期
待
し
た
い
。

（
元
日
本
計
量
士
会
会
長
、

元
通
産
省
計
量
教
習
所
所

長
）

（
お
わ
り
）

（
と
う
き
ょ
う
の
計
量
つ
づ
き
）

計
量
管
理
強
調
月
間
の
事
業

に
つ
い
て

①
計
量
管
理
強
調
運
動

　
東
京
都
で
は
　
月
を
計
量

11

管
理
強
調
月
間
と
し
て
、
都

内
の
適
正
計
量
管
理
事
業
所

及
び
大
規
模
小
売
店
の
計
量

管
理
担
当
部
署
等
に
、
計
量

管
理
強
調
運
動
へ
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
て
い
る
。
ま

た
、
結
果
に
つ
い
て
も
、
後

日
報
告
を
お
願
い
し
て
い
る
。

②
正
量
取
引
強
調
運
動

　
各
区
市
町
村
商
店
街
連
合

会
等
に
、
計
量
記
念
日
を
中

心
と
し
た
正
量
取
引
強
調
運

動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、

適
正
計
量
販
売
の
推
進
を

図
っ
て
い
る
。

適
正
計
量
管
理
主
任
者
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会
を
開
催

　
東
京
都
で
は
　
月
9
日
都

11

計
量
検
定
所
会
議
室
に
お
い

て
、
流
通
業
の
適
正
計
量
管

理
主
任
者
等
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
す
講
習
会
を
都
の

Ｊ
Ａ
Ｓ
法
担
当
部
署
の
協
力

を
得
て
開
催
す
る
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
以
下
。

臼
平
成
　
年
度
商
品
量
目
立

17

入
検
査
結
果
等
に
つ
い
て

渦
J
A
S
法
に
基
づ
く
生
鮮

食
品
の
表
示
事
項
及
び
そ
の

遵
守
状
況
に
つ
い
て

講
師
：
福
祉
保
健
局
健
康
安

全
室
食
品
監
視
課
品
質
表
示

担
当
職
員

平
成
　
年
度
「
質
量
基
準
器

17

事
業
者
連
絡
会
」
の
開
催

　
東
京
都
計
量
検
定
所
は
、

平
成
　
度
質
量
基
準
器
事
業

17

者
連
絡
会
を
9
月
　
日
画
に

30

開
催
し
た
。
本
連
絡
会
は
、

分
銅
等
の
製
造
事
業
者
で
組

織
す
る
東
京
地
区
質
量
基
準

器
事
業
者
連
絡
協
議
会
の
会

員
を
対
象
に
毎
年
開
催
し
て

お
り
、
現
在
は
、
J
C
S
S

認
定
事
業
者
の
立
場
か
ら
質

量
標
準
供
給
の
意
義
や
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
等
の
啓
発

の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て

い
る
。
当
日
は
、
会
員
7
社

及
び
珂
日
本
計
量
新
報
社
、

花
東
京
都
計
量
協
会
な
ど
　20

名
が
出
席
し
た
。
会
議
は
、

①
J
C
S
S
校
正
サ
ー
ビ

ス
、②
基
準
器
検
査
の
申
請
、

③
計
量
行
政
審
議
会
で
議
論

さ
れ
て
い
る
「
計
量
法
見
直

し
の
動
き
」
に
つ
い
て
説
明

を
し
た
後
、
質
疑
応
答
及
び

活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
最
後
に
J
C
S
S
校
正

サ
ー
ビ
ス
や
基
準
器
検
査
業

務
の
円
滑
な
運
営
に
対
す
る

協
力
要
請
を
行
い
閉
会
。

【
東
京
計
量
士
会
だ
よ
り
】

◇
第
二
回
理
事
会
を
開
催

　
8
月
　
日
峨
午
後
一
時
半

16

か
ら
検
定
所
会
議
室
に
て
第

二
回
理
事
会
を
理
事
　
名
の

19

出
席
で
開
催
し
た
。
主
な
議

題
は
、
①
都
民
計
量
ひ
ろ
ば

幹
事
会
、
②
関
ブ
ロ
協
議
会

実
行
委
員
会
、
③
出
前
計
量

教
室
、
④
関
ブ
ロ
協
議
会
第

二
回
代
表
者
会
議
、
⑤
関
ブ

ロ
計
量
士
会
感
謝
状
贈
呈
小

委
員
会
、
⑥
流
通
関
係
の
計

量
管
理
に
つ
い
て
検
定
所
と

の
意
見
交
換
会
、
⑦
当
士
会

で
関
ブ
ロ
提
案
議
題
の
三
議

題
を
提
案
、
⑧
各
部
下
期
事

業
計
画
（
案
）、
⑨
そ
の
他
な

ど
の
報
告
・
検
討
及
び
討
議
。

◇
第
二
回
計
量
技
術
研
修
会
を
開
催

　
9
月
　
日
峨
午
後
一
時
半

20

か
ら
検
定
所
会
議
室
に
て
　42

名
の
参
加
で
計
量
技
術
研
修

会
を
開
催
し
た
。
桑
山
氏
を

講
師
に
「
一
般
計
量
士
に
な

る
た
め
の
責
務
」
の
講
義
の

後
、
事
前
に
集
約
し
た
意
見

を
含
め
、
参
加
者
全
員
に
よ

る
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

◇
第
三
回
研
修
見
学
会
を
実
施

　
　
月
　
日
峨
午
後
一
時
半

10

18

か
ら
苛
日
本
品
質
保
証
機
構

計
量
計
測
セ
ン
タ
ー
を
　
名
25

参
加
で
雨
天
の
下
、
研
修
見

学
会
を
実
施
し
た
。
今
回
の

研
修
は
、
自
主
計
量
管
理
の

た
め
の
「
組
分
銅
の
分
量
校

正
方
法
」
の
研
修
と
同
セ
ン

タ
ー
の
概
要
及
び
校
正
・
検

定
検
査
業
務
の
実
務
見
学
を

行
っ
た
。

【
東
日
本
計
量
器
工
業
協
同
組
合
】

8
月
▽
8
／
9
関
ブ
ロ
合
同

連
絡
協
議
会
実
行
委
員
会
▽

8
／
　
検
則
J
I
S
化
温
度

24
計
委
員
会
▽
8
／
　
検
則
J

31

I
S
化
浮
ひ
ょ
う
委
員
会
▽

8
／
　
計
量
法
改
正
説
明
会

31

9
月
▽
9
／
7
カ
タ
ロ
グ
委

員
会
、
次
回
発
行
予
定
の
カ

タ
ロ
グ
に
つ
い
て
、
カ
タ
ロ

グ
の
内
容
、
印
刷
部
数
、
発

行
時
期
等
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
▽
9
／
7
東
日
本
・

全
日
本
両
協
同
組
合
の
合
同

理
事
会
、
月
次
報
告
、
検
則

J
I
S
化
温
度
計
及
び
検
則

J
I
S
化
浮
ひ
ょ
う
委
員
会

は
原
案
を
作
成
し
、
議
論
・

検
討
を
行
っ
て
各
委
員
が
修

正
を
加
え
た
も
の
に
つ
い

て
、
提
出
す
る
た
め
の
原
案

を
作
成
中
で
あ
る
。
▽
9
／

　
臥
〜
　
蚊
幸
楽
会
老
神
温

10

11

泉
バ
ス
旅
行
実
施
▽
9
／
　29

牙
定
例
常
会
①
東
京
都
計
量

検
定
所
に
よ
る
特
定
計
量
器

製
造
及
び
修
理
事
業
者
へ
の

立
ち
入
り
検
査
が
終
了
し
て

い
る
組
合
員
か
ら
報
告
が

あ
っ
た
。
②
　
／
4
峨
関
ブ

10

ロ
合
同
連
絡
協
議
会
が
九
段

会
館
で
さ
れ
る
。
ガ
ラ
ス
製

温
度
計
出
前
教
室
を
協
力
し

て
進
め
て
い
る
こ
と
な
ど
、

横
田
理
事
長
が
提
案
議
題
で

発
表
す
る
。
③
　
／
1
峨
計

11

量
記
念
日
は
虎
ノ
門
パ
ス
ト

ラ
ル
で
開
催
。
ま
た
、
都
民

計
量
の
ひ
ろ
ば
供
く
ら
し
と

計
量
僑展
に
当
組
合
も
参
加
、

東
京
駅
八
重
洲
地
下
街
で
開

催
。
④
計
量
法
改
正
に
関
し

て
、
機
種
別
に
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

が
行
わ
れ
る
。
組
合
員
か
ら

意
見
を
募
っ
て
い
る
。

部
会
・
団
体

だ
よ
り


